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令
和
6
年
６
月
定
例
会

議
長
の
辞
職
を
許
可
・
新
議
長
に 

松
本
典
久 

議
員

 

議
長
の
辞
職 

６
月
定
例
会
最
終
日
の
６
月
14
日
、
議
案
審

議
等
の
の
ち
、
横
矢
政
明
議
長
か
ら
議
長
の
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

石
本
一
也
副
議
長
が
議
長
席
に
座
り
、
地
方

自
治
法
の
定
め
に
よ
り
、
横
矢
議
長
を
除じ
ょ

斥せ
き

（
議

場
外
に
退
場
）
の
う
え
、
議
長
辞
職
の
件
を
審

議
し
、
賛
成
全
員
で
辞
職
を
許
可
し
ま
し
た
。

横
矢
議
長
は
、
一
身
上
の
都
合
か
ら
辞
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

 

議
長
選
挙 

議
長
の
辞
職
を
許
可
し
た
こ
と
を
う
け
、
議

長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

議
長
選
挙
は
無
記
名
投
票
に
よ
り
行
い
、
松
本

典
久
議
員
６
票
、
石
本
一
也
議
員
４
票
で
、
松

本
典
久
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

①　議事を進行する議長の席
②　説明や答弁などを行う場所
③　町長をはじめとした行政側執行部の席
④　前列から議席番号順に、議員席が 10 席
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新議長・副議長コメント

松
まつ

本
もと

 典
のり

久
ひさ

 議長
この度、横矢議員の議長辞職に伴い、

議長に選出いただき就任しました。
湯浅町では、昨年６月からいまだ続く

災害復旧や、全国的な問題である、人口
減少による「消滅可能性自治体」からの
脱却など、課題が山積しています。

６月定例会においても、観光振興や
斎場建替え、町道整備など様々な議事
がありました。

町議会としても皆様の信頼に応えら
れるよう、行政当局とともに、議員一同、
全力で努めてまいります。

よろしくお願いします。

　　　　　

石
いし

本
もと

 一
かず

也
や

 副議長
微力ながら、松本典久議長のもと、

福祉の向上や町政発展を目指し、議会
運営について町当局との橋渡しや議会
活動の充実に、引き続き誠心誠意取り
組んでまいります。

よろしくお願いします。

 

議
会
運
営
委
員
会 

委
員

● 

松
本
　
光
成　
委 

員 

長

● 

三
ツ
橋
忠
男　
副
委
員
長

● 

赤
井
　
洋
子　
委　
　
員

● 

由
良
　
祥
治　
委　
　
員

※
そ
の
他
の
委
員
会
に
つ
い
て
は
今
回
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

 

議
会
運
営
委
員
会 

議
長
選
挙
の
結
果
に
よ
り
、
委
員
会
の
構
成

も
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。　

松
本
典
久
議
長
か
ら
、
議
長
就
任
に
伴
う
議

会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任
の
申
し
出
が
あ
り
、

新
た
な
委
員
と
し
て
由
良
祥
治
議
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
空
席
と
な
っ
た
同
委
員
会
副
委
員
長

に
、
三
ツ
橋
忠
男
議
員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
の
日
程
や
進
行

手
順
な
ど
、
議
会
全
体
に
関
係
す
る
議
事
を
話

し
合
い
、
議
長
に
提
言
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

議長

演壇

議席
議席

議席

湯浅町議会の
議場の配置

議席

議席

町

町

町

町

町①

②
③

④
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　令和６年６月定例会　

おもな審議を解説
令和６年６月定例会は、６月４日から 14日まで 11日間行いました。

提出された計 10件の議案・議報等のほか、

湯浅町からの報告事項を受け、

慎重に審議し、すべて原案のとおり

可決・承認しました。

その中から、３つを解説します。

　　　（審議結果は７頁）　　

 議案第 36 号　湯浅町一般会計補正予算（第１号） 

K
キッテ
ITTE 大阪での特産品等販売 PR 推進事業など

補正予算 6,729万2千円を追加
秋からの高齢者向け新型コロナワクチン接種
の医療機関への委託料や、７月末にオープンす
る K

キッテ
ITTE 大阪でのアンテナショップ事業、町

道（湯浅の交差点から番外橋の間）の拡幅工事
関係などを含む補正予算となりました。

歳入の主な補正

◦新型コロナワクチン等生産体制整備臨時
　特例交付金………………… 1,877 万４千円
◦ふるさとまちづくり基金繰入金……2,400 万円
◦繰越金……………………… 1,925 万９千円

歳出の主な補正

◦個別予防接種委託………… 3,088 万 3千円
◦総合センター建替工事に伴う発注支援等

業務委託……………………………… 605 万円
◦特産品等販売 PR 推進事業業務委託
　　　　　………………………… 1,500 万円
◦町道湯浅 187 号線道路拡幅工事に伴う
　測量設計業務　……………………… 880 万円

議員の質問・町の回答

Q　町道工事について接する住宅への影響は。
A　除却や物件補償も視野に入れ、協議を進めます。
要望　居住者に大きな負担とならないよう、充

分な対応を。
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 議案第 35 号　工事請負契約の締結について 

湯浅町斎場の建替えについて事業者と契約

 報告第 4 号　工事請負変更契約の締結について報告の件 

栖原区と方津戸区を結ぶ新道路が完成

老朽化した湯浅町斎場の建替えについて事業
者と契約するため、議会の議決を求められました。

契約金額 	 8 億 6,900 万円
	
契 約 先 	 中井組・岡本設計・宮本工業所

	 共同企業体
	 （設計 ･ 施工等を一括発注）

議員の質問・町の回答

Q　新斎場の火葬機能は。

現 状 新斎場（予定）

火 葬 炉 人体用２基
動物用１基　

人体用２基（大型）
動物用１基

受入可能数 １日２体 １日４体
（災害時は増数）

火葬の場所　 地下１階 地上１階

火 葬 時 間 ２時間程度 ２時間程度

Q　火葬中に喫茶・休憩できる場所などは。
A　これからの検討です。
要望　斎場は町で暮らす方誰もが一度はお世話

になる場所。良いものにしてほしい。

A

　新たに開通した、町道栖原 65 号線の整備
工事について、変更契約の報告を受けました。

契約金額 	 ３億 154 万 1,900 円
	 （うち 230 万 6,700 円を追加）
契 約 先 	 株式会社　中井組

　定例会最終日の 6 月 14 日（金）、開通
セレモニーに議員も参加しました。

議員の質問・町の回答

Q　設計・施工を一括発注する理由は。
A　斎場は火葬炉にあわせた建築、動線の確保が
必要。設計から建築、火葬炉設置までを一体的
に行ってもらうため。工期短縮も期待できます。

Q　公募に参加した事業者は。
A　本件１社のみです。
Q　業者選定過程の公開は。
A　町のプロポーザルガイドラインに則り、事
業者名、見積金額、優先交渉権者、業務概要、
参加者数をHPに掲載しました。

討　論

 反対 　プロポーザル方式の業者選定は、「随
意契約」であり透明性が求められる。「公共
工事の品質確保の促進に関する法律」では、
技術提案の審査の結果や交渉過程を公開と定
める。講評、評点数など公表がなく本件事業
者を選んだ理由が不明瞭。斎場建替えには賛
成するが、選定結果の公表方法に問題。【久澄】

 賛成 　斎場の特殊性からプロポ―ザル方式で
事業者を募り、結果的に１社が応募。専門性が
高い事業にはあり得ること。透明性の確保に努
めながら、引き続き事業への取組を。【石本】
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おもな付託外案件 分野ごとの各委員会で、議案とは別に
町から報告を受け、話し合うものです

　総務文教まちづくり常任委員会　

「ゆあさポート」
防災アプリを紹介

広報ゆあさ７月号でも特集された湯浅町防
災アプリについて、議員各氏も操作しながら
説明を受けました。

議員からは、防災ラジオでの放送が将来な
くなることを踏まえ、高齢者支援や出前講座
の要望がありました。

 福祉産業建設人権常任委員会 

町民人権学習会
ことしのテーマは「災害と人権」です。
町内各所 15 か所程度で行われます。
議員からは、人権啓発のテーマ設定の過程

等について、質問や要望がありました。

 福祉産業建設人権常任委員会 

「有田圏域いのち支え
合いプラン」を策定

有田圏域１市３町が合同で策定した自殺対
策計画の報告を受けました。

議員からは、ゲートキーパー（自殺の危
険を示すサインに気づき、声掛け等適切な
対応ができる人）の育成や、相談対応でき
る専門的な人材の確保等について質問があ
りました。

 福祉産業建設人権常任委員会 

福祉関連計画を策定
◦湯浅町地域福祉（活動）計画
◦障がい（児）福祉計画
◦介護保険事業（高齢者福祉）計画

の策定について報告がありました。
議員からは、計画策定に関する審議会議事

の公開状況等について質問がありました。

▲計画▲ゆあさポート

▲計画

福祉課

総務課

人権推進課

健康推進課
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６月定例会賛否表

審
議
結
果

議案名等

赤
井
　
洋
子

久
澄
　
顕
人

松
本
　
光
成

石
本
　
一
也

山
本
　
年
哲

板
垣
　
善
夫

三
ツ
橋
忠
男

由
良
　
祥
治

横
矢
　
政
明

松
本
　
典
久

承認 専決処分の承認を求める件［税条例の一部改正］	【定額減税対応】 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
裁
決
に
加
わ
ら
な
い

○

承認 専決処分の承認を求める件［都市計画税条例の一部改正］
【土地負担調整措置を延長】 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認 専決処分の承認を求める件［国民健康保険税条例の一部改正］
【課税上限額の引き上げ・軽減対象拡大】 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認 専決処分の承認を求める件
［令和５年度一般会計補正予算（第８号）］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認 専決処分の承認を求める件
［令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認 専決処分の承認を求める件
［令和５年度駐車場事業特別会計補正予算（第１号）］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
湯浅町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例制定の件

【マイナンバー法改正対応】
○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 工事請負契約の締結について	 【本紙５頁】 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 令和６年度一般会計補正予算（第１号）	 【本紙４頁】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

当選 議長の選挙	 【本紙２・３頁】 議長：松本典久

選任 議会運営委員会委員の選任について	 【本紙２・３頁】 委員：由良祥治

○は賛成、●は反対、－は退席　

６月定例会会期中の６月７日（金）、議会視察として、
京都市崇仁地区を訪れました。

同地区はかつて同和対策事業の対象となった複雑な
歴史を抱えながら、近年は京都市立芸術大学が地区内
に移転されるなど、急速な変容を迎えています。
「崇仁発信実行委員」として地区内で活動する、藤

尾 まさよ 氏とともに、町歩き、日本唯一の被差別部
落内銀行であった柳川銀行資料館の見学、世界人権問
題センターにおける講話などを経て、地区の歴史や現
状、人権学習のあり方等について学びました。

汗ばみながらの町歩きとなりましたが、藤尾氏の力の入っ
た説明に、議員各氏とも暑さを忘れて聞き入っていました。

議会視察

京都市崇
すう

仁
じん

地区を視察
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これからの湯浅のために

令和６年６月定例会 

一般質問
６月定例会の10日目、

６月13日に一般質問を
行った5人の質問内容を紹
介します。

 
議員は、町が行う取組

内容や問題点に関し、幅
広く質問することができ
ます。

これに対し、町は今後
の事業の進め方や問題解
決のための考え方を答え
ます。

このやりとりは、町民
の代表である議員が町の
考え方をチェックし、町
民の思いを住民サービス
に反映させるという大切
な役割を果たします。

こ
れ
か
ら
の
湯
浅
町
に
つ
い
て	
山
本
　
年
哲

要
介
護
認
定
の
流
れ
に
つ
い
て	

由
良
　
祥
治 

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
計
画
に
つ
い
て	

久
澄
　
顕
人

総
合
セ
ン
タ
ー
・
各
隣
保
館
の
充
実
を

部
落
差
別
を
な
く
す
教
育
を
！	

石
本
　
一
也

産
業
廃
棄
物
に
よ
る
発
電
計
画
に
つ
い
て	

三
ツ
橋
　
忠
男
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三ツ橋 忠男 議員

産
業
廃
棄
物
に
よ
る
発
電
計
画
に
つ
い
て

Q 

質
問

地
元
の
反
対
表
明
に
も
関
わ
ら

ず
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現

状
と
事
業
の
計
画
は
。

場
所
は
湯
浅
の
東
の
玄
関
口
、
湯

浅
IC
の
す
ぐ
側
。
南
側
の
山
手
で
、

近
く
に
山
田
小
学
校
、
生
協
、
県
営

住
宅
、
町
営
住
宅
、
個
人
住
宅
も
多

く
あ
る
が
。

A 

答
弁（
住
民
生
活
課
長
）

建
築
廃
材
等
の
産
業
廃
棄
物
を
主

燃
料
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
。
発
電
規
模
は
１
９
９
０
ｋ
Ｗ
、

約
３
5
2
0
世
帯
の
年
間
使
用
電
力

を
発
電
す
る
計
画
。
産
業
廃
棄
物
の

中
間
設
置
許
可
が
必
要
な
た
め
、
事

業
者
か
ら
県
へ
「
産
業
廃
棄
物
許
可

申
請
書
等
に
係
る
事
前
調
査
書
」
を

提
出
。
昨
年
11
月
に
山
田
区
長
、
副

区
長
へ
の
説
明
会
、
本
年
５
月
に
山

田
区
役
員
へ
事
業
内
容
と
「
生
活
環

境
影
響
調
査
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。Q 

再
質
問

最
初
は
柱
、
畳
、
樹
木
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
と
伺
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
説
明
で
は
、
建
設
廃
材

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
含
む
廃
棄

物
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

反
対
理
由
と
し
て
は
、
地
球
温
暖

化
の
基
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
大
量

に
放
出
す
る
こ
と
で
す
。
産
廃
を
焼

却
す
れ
ば
、
必
ず
有
害
物
質
が
生
ま

れ
、
大
気
中
、
土
壌
、
排
水
に
含
ま

れ
、
放
出
さ
れ
ま
す
。
未
知
の
有
害

物
質
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
混
入
も
心
配
、
排
熱

の
処
理
も
問
題
、
気
温
の
上
昇
も
問

題
、騒
音
も
心
配
。
小
学
校
が
近
い
。

住
宅
も
近
い
で
す
。

臭
い
や
火
事
も
心
配
。 

通
学
路

が
あ
り
車
の
通
行
も
あ
る
。

一
日
１
０
０
ｔ
近
く
の
水
を
使
用

す
る
と
の
こ
と
。
水
資
源
の
乏
し
い

湯
浅
町
は
水
不
足
で
年
間
数
千
万
円

分
の
水
を
有
田
川
町
よ
り
購
入
し
て

い
る
現
状
。
干
ば
つ
が
来
る
と
給
水

が
不
安
で
す
。

排
水
は
温
度
が
高
く
、
取
り
切
れ

な
い
有
害
物
質
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ

う
水
が
排
水
さ
れ
、
農
業
用
水
に
混

入
し
ま
す
。
そ
し
て
下
流
に
は
横
田

浄
水
場
が
あ
り
、
町
内
各
所
に
送
ら

れ
ま
す
。
口
に
入
る
の
で
す
。

我
が
町
は
有
田
み
か
ん
の
大
産
地

の
一
角
で
、
近
く
に
は
み
か
ん
畑

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
若
い
人
も
育
っ

て
い
る
地
域
で
す
。
施
設
が
で
き
有

害
物
質
が
拡
散
さ
れ
る
心
配
か
ら
、

風
評
被
害
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

こ
の
計
画
は
ど
う
し
て
も
理
解
し

が
た
く
、
町
長
の
英
断
で
断
念
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。　

強
く
反
対
す
る
理
由
と
し
て
、
平

成
26
年
の
町
と
山
田
区
と
所
有
者
の

利
用
計
画
に
つ
い
て
の
覚
書
が
あ
り

ま
す
。

A 

答
弁（
町
長
）

当
初
か
ら
地
元
と
協
議
、
調
整
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
事
業
者
に
要
望
し

て
き
ま
し
た
。
議
員
の
ご
心
配
に
は

私
も
同
感
で
す
。
ご
意
見
を
真
摯
に

受
け
止
め
て
誠
心
誠
意
解
決
に
努
め

る
よ
う
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
地
元
の
同
意
が
必
要
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

区
民
の
理
解
を
求
め
た
上
で
な
け

れ
ば
、
事
業
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の

と
私
は
思
い
ま
す
。

回
答
を
受
け
て
の
要
望
　

少
し
残
念
。
環
境
を
守
る
た
め
に

私
達
は
反
対
運
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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総
合
セ
ン
タ
ー
・
各
隣
保
館
の
充
実
を

部
落
差
別
を
な
く
す
教
育
を
！

 石本 一也 議員

Q 

質
問

議
会
視
察
で
京
都
市
崇
仁
地
区
を

訪
問
（
本
紙
7
頁
）。

同
地
区
は
か
つ
て
国
の
同
和
対
策

事
業
終
結
の
後
、
市
が
隣
保
館
業
務

を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
が
か
わ
り
、
と
り

わ
け
地
域
の
高
齢
者
に
困
難
な
生
活

が
続
い
た
。

ま
た
近
年
は
市
立
芸
大
の
移
転
、

学
生
と
住
民
と
の
交
流
等
を
経
て
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
を
立
て
直
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。　

湯
浅
町
で
の
総
合
セ
ン
タ
ー
建
替

え
に
お
い
て
も
、
地
域
の
動
き
を
大

切
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
地
域
住
民
へ
の
周
知
方
法
を
含
む

今
後
の
進
め
方
は
。

②
隣
保
館
を
機
能
さ
せ
る
た
め
重
要

な
人
員
が
、
宮
西
、
野
下
・
出
水

文
化
会
館
で
は
会
計
年
度
任
用
職

員
１
名
ず
つ
。
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
検
討
は
。

③
大
雨
時
の
山
田
川
水
位
の
状
況
か

ら
、
野
下
・
出
水
文
化
会
館
や
周

囲
の
地
域
に
は
年
々
不
安
が
増
し

て
い
る
。
整
備
方
針
は
。

④
解
同
県
連
定
期
総
会
に
お
け
る
県

知
事
挨
拶
の
な
か
で
、
同
和
教
育
を

も
う
一
度
取
り
戻
す
た
め
、
教
育
委

員
会
部
局
へ
申
入
れ
を
考
え
て
い
る

と
発
言
。
知
事
発
言
や
湯
浅
町
部

落
差
別
を
な
く
す
条
例
を
踏
ま
え
、

今
後
の
町
同
和
教
育
の
あ
り
方
は
。

A 

答
弁（
町
長
）

①
5
月
17
日
に
地
元
説
明
会
を
実
施
。

引
き
続
き
、
地
元
へ
の
周
知
や
幅
広

い
方
々
か
ら
意
見
を
伺
い
、
協
議
を

重
ね
る
。
教
育
の
中
心
的
施
設
、
ま

た
避
難
施
設
と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
隣
保
館
の
機
能
を
充
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
現
地
周
辺
の
建
設
検
討
な
ど
、
近

日
中
に
、
前
向
き
に
進
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

A 
答
弁（
教
育
長
）

④
学
校
教
育
は
、
国
の
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
町
教
委
で
は
部
落
差
別
に
か

か
る
教
員
用
手
引
を
作
成
し
、
指

導
体
制
を
整
備
。
そ
の
結
果
、
児

童
生
徒
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
法
律
や
制
度
の
中
で
、
研
究
・

取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
回
答
を
受
け
て
の
要
望

①
地
元
、町
長
双
方
の
思
い
を
含
め
、

良
い
も
の
に
。

②
地
区
実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

隣
保
館
活
動
の
充
実
を
。

③「
近
日
中
」に
、よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

④
部
落
差
別
解
消
推
進
法
や
町
条
例
成

立
の
経
緯
、
学
校
の
状
況
を
踏
ま
え
、

よ
り
一
層
前
進
し
た
、
部
落
差
別
を

な
く
す
教
育
の
た
め
の
努
力
を
。
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産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の

計
画
に
つ
い
て

Q 

質
問

山
田
区
内
で
計
画
さ
れ
て
い
る
産

廃
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
経
過
の
説

明
を
求
め
る
。

A 

答
弁（
住
民
生
活
課
長
）

令
和
2
年
度
末
に
事
業
者
よ
り
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
計
画
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
建
築
廃
材
等
の
産
廃

を
燃
料
化
し
発
電
す
る
施
設
で
、
産

廃
の
中
間
処
理
施
設
の
設
置
許
可
が

必
要
で
す
。
事
業
者
か
ら
県
に
事
前

調
査
書
・
指
導
事
項
の
対
応
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
の

意
見
を
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
山
田
区
役
員
に
3
回
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

Q 

再
質
問

①
産
廃
の
中
間
処
理
施
設
の
計
画

か
。

②
産
廃
を
焼
却
す
る
施
設
で
は
な
い

か
。

③
焼
却
対
象
物
は
何
か
。

A 

答
弁（
住
民
生
活
課
長
）

①
産
廃
の
中
間
処
理
施
設
に
あ
た
り

ま
す
。

②
産
廃
を
燃
料
に
す
る
た
め
、
産
廃

を
焼
却
し
発
電
す
る
施
設
で
す
。

③
建
築
廃
材
、古
畳
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
等
で
す
。

Q 
再
質
問

県
の
公
文
書
に
よ
る
と
、
令
和
３

年
５
月
の
事
業
者
と
保
健
所
の
協
議

の
中
で
、「
湯
浅
町
か
ら
事
業
に
対

し
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
事
業

開
始
に
向
け
て
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」
と
事
業
者
が
回
答
し
て

い
る
。
町
と
し
て
の
姿
勢
を
問
う
。

A 

答
弁（
町
長
）

企
業
誘
致
や
地
元
雇
用
の
観
点
か

ら
利
点
が
あ
る
と
初
め
は
考
え
て
い

ま
し
た
。
当
初
か
ら
、
地
元
区
と
の

協
議
、
調
整
を
重
ね
て
理
解
を
得
る

よ
う
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
地

元
区
の
み
な
さ
ん
の
反
対
の
意
見
や

心
配
し
て
い
る
内
容
が
払
拭
さ
れ
な

い
限
り
、
町
と
し
て
は
計
画
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
県
が

許
可
を
与
え
れ
ば
、
町
と
し
て
は
や

り
に
く
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

Q 

再
質
問

町
と
し
て
県
に
あ
げ
て
き
た
意
見

は
。A 

答
弁（
住
民
生
活
課
長
）

周
辺
に
小
学
校
・
プ
ー
ル
が
あ
る

た
め
廃
棄
物
搬
入
時
の
安
全
対
策
、

大
気
・
水
質
環
境
等
の
自
然
環
境
に

影
響
が
な
い
よ
う
に
す
る
、
地
元
と

の
意
思
疎
通
・
十
分
に
意
見
を
尊
重

す
る
こ
と
、
地
元
の
賛
同
を
得
る
こ

と
等
の
意
見
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

Q 
再
質
問

県
の
公
文
書
に
よ
る
と
当
初
地
下

水
を
利
用
す
る
計
画
だ
っ
た
の
が
水

道
水
を
供
給
す
る
計
画
に
変
更
に

な
っ
て
い
る
。
事
業
者
と
の
協
議
内

容
を
問
う
。

A 

答
弁（
水
道
事
務
所
長
）

地
下
水
の
汲
み
上
げ
を
行
わ
ず
、

日
量
96
ｔ
を
水
道
水
の
み
で
使
用
す

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
日
量
96

ｔ
は
横
田
浄
水
場
系
統
の
一
日
平
均

収
水
量
の
５
％
に
当
た
り
ま
す
。

水
量
が
豊
富
で
は
な
い
た
め
、
水

の
循
環
利
用
、
排
水
の
高
レ
ベ
ル
で

の
浄
化
、
受
水
槽
設
置
、
給
水
設
備

の
整
備
な
ど
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

Q 

再
質
問

学
校
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
民

家
と
の
至
近
距
離
に
予
定
地
と
な
っ

て
い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A 

答
弁（
町
長
）

色
々
な
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
な
け

れ
ば
町
と
し
て
計
画
に
賛
成
で
き
な

い
と
考
え
ま
す
。

回
答
を
受
け
て
の
要
望

住
民
が
望
ま
な
い
計
画
に
対
し
、
町

は
住
民
の
立
場
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
。

様
々
な
形
で
町
と
し
て
態
度
表
明

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

住
民
か
ら
反
対
す
る
声
が
多
数
あ

が
っ
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て

は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

久澄 顕人 議員
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要
介
護
認
定
の
流
れ
に
つ
い
て

由良 祥治 議員

Q 

質
問

要
介
護
認
定
は
、
対
象
者
に
と
っ

て
、
ど
の
程
度
の
介
護
が
必
要
か
の

目
安
に
な
る
重
要
な
指
標
。
一
連
の

流
れ
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

A 

答
弁（
福
祉
課
長
）

要
介
護
認
定
の
流
れ
で
す
が
、
福

祉
課
の
窓
口
で
本
人
や
家
族
か
ら
本

人
の
状
態
や
生
活
環
境
な
ど
を
お
伺

い
し
、
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
後
、
福
祉
課
の
介
護
認
定
調

査
員
が
訪
問
し
、
認
定
調
査
と
い
わ

れ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
主
治
医
意
見
書
」
と
い

わ
れ
る
心
身
の
状
況
に
つ
い
て
の
意

見
書
の
作
成
を
、
福
祉
課
か
ら
主
治

医
に
依
頼
し
ま
す
。

そ
の
後
、
認
定
調
査
結
果
に
基
づ

く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
一
次

判
定
を
行
い
、
一
次
判
定
結
果
と
主

治
医
意
見
書
に
基
づ
く
、
介
護
認
定

審
査
会
に
よ
る
二
次
判
定
を
経
て
、

要
介
護
認
定
が
決
定
し
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
は
月
５
回
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
申
請
か
ら
認
定
ま
で

は
約
一
ヶ
月
程
度
を
要
し
ま
す
。

Q 
再
質
問

緊
急
を
要
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
。A 

答
弁（
福
祉
課
長
）

心
身
の
状
況
に
応
じ
て
、
迅
速
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
ご
相
談
を
受
け
た
場

合
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
要
介
護

認
定
の
申
請
と
認
定
調
査
を
実
施

し
、
認
定
結
果
が
で
る
前
で
あ
っ
て

も
、
暫
定
的
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
調
整
を
行
い

ま
す
。

Q 

再
質
問

認
定
結
果
が
出
る
前
に
死
亡
し
た

場
合
の
費
用
は
ど
の
よ
う
に
な
る

か
。
暫
定
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
料
が

全
額
自
己
負
担
に
な
る
よ
う
な
事
は

な
い
か
。

A 

答
弁（
福
祉
課
長
）

認
定
結
果
が
出
る
前
に
お
亡
く
な

り
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
場
合
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
に
つ
き
ま
し
て
も
、
要
介
護
認

定
の
適
用
日
が
申
請
日
に
遡
る
た
め
、

介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
、
本
人
負
担

は
、
所
得
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
１
割
か
ら
３
割
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
者
の
心
身
の
状
況

に
よ
り
認
定
結
果
が
非
該
当
と
な
っ

た
場
合
は
全
て
自
己
負
担
と
な
る
た

め
、
申
請
時
に
は
、
そ
の
旨
の
説
明

を
必
ず
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
だ
け
で
な

く
、
医
療
や
障
害
サ
ー
ビ
ス
な
ど
他

の
支
援
制
度
を
利
用
で
き
な
い
か
勘

案
し
、
医
療
機
関
等
、
各
関
係
機
関

と
連
携
の
上
、
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

回
答
を
受
け
て
の
要
望 

　

過
日
、
町
民
の
方
か
ら
当
局
の
係

の
方
の
適
切
、
迅
速
な
処
理
に
よ
っ

て
、
こ
の
様
な
問
題
が
解
決
し
た
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

係
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ

た
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
の
湯
浅
町
に
つ
い
て

山本 年哲 議員

Q 

質
問

思
い
起
こ
せ
ば
、
16
年
前
の

２
０
０
８
年
の
町
長
選
挙
で
、「
安

心
安
全
な
ま
ち
湯
浅
」
を
公
約
に
挙

げ
、
見
事
に
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
湯
浅
町
の
財
政
は
、
い
つ
財

政
破
綻
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態

で
の
船
出
で
し
た
。

こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

小
、
中
学
校
の
建
替
え
や
、
他
の
町

村
に
先
駆
け
、
児
童
生
徒
の
医
療
費

無
償
化
な
ど
、
数
多
く
の
問
題
に
取

り
組
み
な
が
ら
財
政
の
再
建
を
成
し

遂
げ
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。　

今
後
も
湯
浅
町
を
よ
り
よ
い
ま
ち

に
し
て
い
く
た
め
、
町
長
か
ら
決
意

の
ほ
ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

A 

答
弁（
町
長
）

過
日
、
あ
る
新
聞
に
、
こ
う
い
う

記
事
が
載
っ
て
お
り
ま
し
た
。

広
島
で
６
歳
の
頃
に
原
爆
被
害
に

遭
っ
た
方
、
田
中
稔
子
さ
ん
と
い
う
女

性
で
す
が
、
こ
の
度
、
世
界
一
周
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
の
旅
に
出
る
と
い
う
記

事
で
し
た
。
当
時
６
歳
と
い
い
ま
す
と

85
歳
、
私
と
同
じ
年
齢
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
方
の
お
っ
し
ゃ
る
の
は
、「
今

ま
で
は
日
本
の
中
で
、
被
爆
の
体
験

と
核
廃
絶
の
運
動
を
続
け
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
世
界
に
向
け

て
、
そ
の
運
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」。

そ
し
て
、
85
歳
に
な
る
と
「
自
分
の

身
体
の
こ
と
よ
り
、
も
っ
と
使
命
感
が

大
切
」
や
と
、
記
事
に
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
記
事
に
背
中
を
押
さ

れ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。　

実
は
、
私
は
85
歳
の
誕
生
日
を
過

ぎ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
こ
と
よ
り
、

自
分
が
思
っ
た
こ
と
、
自
分
が
目
標

に
し
た
こ
と
、
そ
ん
な
使
命
感
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
田
中
さ
ん
の
発

言
に
、
私
は
背
中
を
押
さ
れ
た
よ
う

な
気
が
し
て
、
立
候
補
の
決
意
を
い

た
し
ま
し
た
。

湯
浅
町
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
事
柄
を
申
し
上
げ

て
、
私
の
決
意
表
明
に
代
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
国
の
問
題
で
あ
る
人

口
減
少
で
す
が
、
湯
浅
町
で
も
少
し

で
も
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
い
ろ

ん
な
施
策
を
打
っ
て
出
て
お
り
ま

す
。

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
マ
イ
ホ
ー

ム
の
購
入
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
定
住
促

進
奨
励
金
や
、
小
学
校
・
中
学
校
の

給
食
費
無
償
化
な
ど
、
子
育
て
の
支

援
施
策
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
が
残

る
湯
浅
町
と
都
市
部
を
つ
な
ぐ
、
２

つ
の
地
域
に
お
け
る
２
地
域
居
住
促

進
の
研
究
を
進
め
、
民
間
企
業
の
力

も
活
用
し
な
が
ら
、
良
質
で
快
適
な

子
育
て
が
で
き
る
住
宅
の
誘
致
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
町
営
住

宅
の
各
団
地
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
も
何
と
か
解
決
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
私
の
決
意
表
明
に
代
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
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委
員
長

久
澄
　
顕
人

副
委
員
長

赤
井
　
洋
子

委
　
　
員

山
本
　
年
哲

委
　
　
員

三
ツ
橋
忠
男

委
　
　
員

由
良
　
祥
治

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

酷
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
水
分

補
給
等
で
体
調
管
理
を
し
な
が
ら
、
こ
の

暑
い
夏
を
の
り
き
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
湯
浅
ま
つ
り
で
す
が
、

大
勢
の
人
が
来
町
さ
れ
、
楽
し
ん
で
く
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
で
も
夜

空
を
彩
る
花
火
で
す
が
、
ゆ
あ
さ
祭
り
が

始
ま
っ
て
以
来
の
規
模
で
、
何
で
も
県
下

一
の
規
模
と
聞
い
て
い
ま
す
。

連
続
し
て
上
が
る
花
火
を
観
て
多
く
の

人
に
感
動
を
与
え
た
事
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
も
町
民
皆
様
方
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
盛

大
な
花
火
大
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
来
年
の
事
を
言
え
ば
鬼
が
笑

う
と
い
い
ま
す
が
、
今
か
ら
来
年
の
湯
浅

ま
つ
り
の
花
火
を
期
待
し
て
私
の
編
集
後

記
と
い
た
し
ま
す
。	

（
山
本
　
年
哲
）

編

集

後

記
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本
紙
掲
載
の
と
お
り
、
横
矢
政
明
氏
は
6
月
定
例

会
最
終
日
に
議
長
辞
職
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
後
、
同
氏
か
ら
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
６

月
30
日
の
議
員
辞
職
願
が
あ
り
、
議
長
に
よ
り
許
可

さ
れ
ま
し
た
。

横
矢
氏
は
、
昭
和
58
年（
当
時
33
歳
）に
初
当
選
し
、

以
来
長
き
に
わ
た
り
、
数
々
の
要
職
を
務
め
、
町
議

会
議
員
と
し
て
湯
浅
町
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

横
矢
議
員
お
疲
れ
様
で
し
た

ゆあさ議会だより No.95
令和 6 年 8 月 1 日

議会を傍聴しませんか
だれでも自由に傍聴することができます

　傍聴方法　
　受付場所（役場３階　議場前）で
　傍聴人受付票に必要事項を記入
 
　定例会・一般質問の日程は、
　◦町公式ホームページ
　◦防災無線放送
　◦町公式ＬＩＮＥ
　◦町公式アプリ　ゆあさポート
　　でお知らせしています。

ゆあさ議会だより
アンケート

よろしければ、ご意見
ご感想をお寄せください。

次回は12月1日
発行予定です。


